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和紙の町、万葉の町、心の
ふるさとと呼べる町へ

日本型直接支払制度が
始まります

美しい景観が残る内洞沢

仙覚万葉のまち

　私は、小川町が好きです。比企丘
陵の緑、槻川の清流。小川和紙や小
川絹、地酒造りなど地場産業は、自

然と共存しながら発展してきたこと。かつては、物
資の集散地として地域産業の中心地でもあった名残
もあります。
　仙覚律師の万葉集注釈の地。また富岡製糸場の創
業に寄与した工女取締役・青木てるの功績が、県民
だよりにも紹介されていました。
　町内には、さまざまな祭りや伝統民俗行事など多
くの歴史・文化史跡があります。
　私は、武蔵の小京都にふさわしい小川町の豊かな
自然、歴史と文化を、次世代を担う子どもたちに「心
のふるさと」として引き継ぐことが大切だと思いま
す。そして、地元からはさらに、小川町の奥深い文
化の魅力を情報発信することを期待します。

　小川町に住み始めて10年が過ぎま
すが、この地は自然が豊かで人情味も
すごくあり、大変住みやすい町である

と感じます。この環境を維持・向上させ
るために、議員の方々を中心にいろいろな仕組みや活動
の変革をされ、苦労されながら対応していただいている
ものと思われます。
　近年、河川や道路の整備が一層進み、また大企業の進
出など、町として変化・向上しているのが目につくよう
になってきました。今後さらに「住みやすいまちづくり」
を進めるためには、まだまだ積み残った問題がたくさん
あり、それは決して簡単なことではないと感じます。
　以前、議会報の中で、駅周辺の再開発の一般質問があ
りました。この案件も大変なことではあると思いますが、
ぜひ進めてもらいたいものです。「住みやすいまちづく
り」を考える上で、議会も淡々とではなく、泥臭くじっ
くりと話し合い、いざ決まったことを進める上では、私
たち町民が少しでも一緒に手伝い、活動できるようであ
れば、今以上の住みやすい小川町ができると思います。
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